組織的な若手研究者海外派遣事業　報告書
人間総合科学研究科　疾患制御医学専攻4年　船山　徹
＜出張先＞

AO Spineダボスコース（スイス　ダボス）
＜期間＞

2011年12月10日　～　2011年12月17日　（8日間）
＜活動内容＞

・AO Spineダボスコースとは
　今回私は毎年12月にダボスで開催されるAO Spineダボスコースに参加しました。AOとは1958年に設立された「骨折治療の基礎および臨床的研究グループ」を意味するドイツ語のArbeitsgemeinschaft für Osteosynthesefragenの頭文字をとったもので、世界中で骨・関節・脊椎疾患に対する研究および教育活動を行う非営利団体です。ダボスに統括本部および研究機関があり、Trauma（外傷）、Spine（脊椎）、CMF（顔面骨）、VET（大型動物）の4つの大きな枠組でそれぞれの研究・教育活動を行なっております。骨関節外傷および脊椎疾患に対する世界標準の治療原則はAOが研究開発および啓蒙したといっても過言ではなく、AOの名前を知らない整形外科医はおりません。毎年12月の上旬にダボスにおいてTrauma、Spine、CMF、VETそれぞれのセミナー形式のコースが開催され全世界から参加者と世界をリードする講師が集まります。学会ではないのでそれぞれの研究を発表する場ではなく、講師陣が最新知見を踏まえながら聴衆参加型の講義を行い、さらにモデルボーンを用いた手術手技ワークショップも行うユニークなコースです。
・コースの内容について
　私が参加したのは「腰椎変性疾患と変形および腫瘍」のコースでした。毎日朝８時から夜７時までコースが開催され、１, 2日目に腰椎椎間板変性に対する治療法、3日目に腰椎腫瘍に対する治療法、4日目に側弯を含む脊柱変形に対する治療法を学びました。AO Spineコースはいわゆるアドバンスコースに位置づけされるため、ある程度脊椎外科の臨床経験を積んだ医師が対象です。私は医師として12年目、脊椎外科医として6年ほど経験がありますがまだまだそれぞれの領域に十分な経験があるわけではなく、その分短期間に集中的に学ぶことができました。
・AO center視察について

　今回のコースに付随してダボスにあるAOの統括本部および研究施設を視察する機会がありました。ダボスはもともと周囲をアルプスの山々に囲まれた山岳リゾートでありAOコースが開催されている頃に雪深くなり終了後本格的なウインタースポーツシーズンに入ります。AO centerはダボスの中心部から外れた牧草地帯の真ん中に建っていました。しかし内部には全世界のAO支部を統括する施設があり、骨関節外傷・脊椎疾患に対する新しい治療材料の開発や骨再生・椎間板再生などを研究するresearch instituteも併設しており、その内部を見学しました。我々が普段参加する海外の学会ではAO instituteからの発表も多く、世界をリードする研究施設を見学することが出来て刺激となりました。
・感想
　脊椎疾患の多くはゴールデンスタンダード治療法がなく、個々の脊椎外科医の経験や疾患に対する考え方や患者の手術に対する民族的な考え方の違いなどが複雑に絡み合い治療が成り立っていきます。脊椎疾患の多くは疼痛が主訴になることが多く、変形や狭窄がひどくなると神経症状が生じてきます。保存治療が無効な疼痛を有する際に手術が適応になることがあります。しかし疼痛からくる手術希望は民族によって大きく違うことが多く、欧米諸国では比較的疼痛のみで手術を希望され適応になる傾向にあるのに対し、日本では疼痛のみでは手術希望が出てくることはあまりなく、神経症状がひどくなってから手術になる傾向にあり、その点は講義およびディスカッションにおいても日本の状況との違いを肌で感じることが出来ました。また脊椎変性疾患や骨粗鬆症に伴う脊椎疾患の多くは高齢者に発生するため日本などの高齢化が進んだ先進国では大問題になっておりますが、平均寿命が短い途上国では脊椎変性疾患や骨粗鬆症そのものが少なく、治療対象の違いが出るということを実感しました。
　今回私が参加したAO Spineコースは日本でよくある講師からの一方的な講義ではなく、ディスカッションに重きをおいた聴衆参加型のインタラクティブなものが多くを占めました。また、1つの疾患に対して複数の講師がディベートを行い、最後に聴衆に投票させていく方法もとっておりました。転移性脊椎腫瘍に対する治療法のディベートでは、ディベート前後で聴衆が支持する治療法が正反対になったこともあり印象的でした。普段からディスカッションやディベートなどに慣れていない我々日本人にとっては気後れする場面も多々ありましたが全体的にはコースを通じてこれまでの経験と知識をブラッシュアップすることが出来たと感じております。

　またAO Spineコースは国内からの講師の先生や国外の脊椎外科医とも交流を深められる機会があり、会期半ばに催されたAsia Pacific Sectionの親睦会では著明な先生とも交流することができ貴重な経験となりました。
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AO Spine会場にて
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講習の様子（ディスカッションやディベートなど聴衆参加型のセッション）
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AO Center見学
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